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表土である I層は黒褐色土層で、木の根による撹乱を受ける。 E層は黒色粘質土層、 E層は暗黒
褐色土層である。これらn.TII層が一般に黒ボクと呼ばれる縄文時代から古墳時代までの遺物を含









肩書号| 層名 しまり 粘性 備考
セル配号
鳳褐色土居 .土. 7.5YR3/1 
黒ポク上層.遺物包含
E 黒色粘質土層 件強い|や棚、|属。 1 2.5Y2/1 
468.500 
-・E・-ー_--
E 暗黒褐色土層 やや強い | 強い |黒ポク下層. 1 l0YR3/1 
黄褐色の1咽種度の
W |黒色混川縄自 強い やや強い クサレ積が多〈混じ 1 2.5Y1!I4 
る.
I v I蜘鵠質土周 やや強い 強い ローム層. 1 10YR8/8 
467.500 
/1 ローム層.火砕流に伴







































































































































































写真13 第8トレンチ北壁セクション 写真14 第8トレンチ西壁南側セクション

































































































































































































































































































































































































































































































































































































片が 1d層から'3点、 2層から 2点、 3層から23
点、 6層から 2点、時期不明の縄文土器片が3層
から15点、 6層から l点、 7層から 1点出土した。
なお、 3層から出土した縄文時代後期の土器片の
内2点は後期中葉のものと考えられる。











届番号 型事 しまり 粘性 備考 土色マンセル番号
1a 黄笹色土層 やや強い 弱い ロ ム眉の2!l:堆積土.木炭聖書く宮I:t.購3世関査M4トレンチ南聖書土中の撹乱と対応. 10YR7/6 
1b 黒褐色粘慣土層 やや弱い やや弱い 木俊を宮む 第3次調査第4トレンチ雨量褒土中の撹乱と対応. 7.5YR2I2 
1c 褐色土層 やや弱い 弱い 第3~.査第4 トレン壬厘量表土中型1l!乱と対主 2.5Y3I1 
1d 
寵震
弱い 弱い 書壁土， lIi本層序のI層と対応 7.5YR311 
-→←a全-一
やや強い やや強い ~2次調査第 1 トレンチの 5層と対応 10YR3l1 
やや強い やや強い .ボク上層基本層序のE層と対応 2.5Y2I1 
やや強い やや強い 81埋士l凪 7.5YR1.7/1 
強い 強い 81埋士2凪 5Y2I1 
やや強い 強い 鳳ボク下層 lIi本層序のE層と対応 IOYR2/2 
7 |暗黒色粘質土層 やや強い 強い P1糧土1". 7.5YR2I1 
8 黒色混じり楕賞褐色土周 やや嫡い 強い Pl埋土2居。 5Y4/3 
9 黒色濃じり貧褐色土層 強い やや強い |概移周.革本圃芹のW周と対応 lc皿大の賞褐色のクサレ礁を多〈含むε 2.6Y6I4 










周番号I 眉名 lしまり! 粘性 l 備考 i土色マンセル番号
l l暗赤黒色粘置士層 lやや強L、lやや強い ISJ埋士J..I 7.5YRJ.7/J 





















































































































































































































































































































































挿図 器種 榔位 外面調. 内面調整 外商色調 内面色鯛 給土 焼成 備考香号
園15-1 深鉢胴 部山形文 磨滅により不明 2.5Y7/4 2.5Y6/3 0.5-2.命nm程度の石英をまばらに含む。 0.5mm良好 外国に炭イt幼付着。(浅賞) (にぷい貧) 程度の角閃石をまれに含む。 混和材に石。
図15-2 深鉢胴 部補問押型文 ナデ 10YR7/4 10YR7/4 O.1mm程度の石英、角閃石をまれに含む。 良好(にぷい貧檀) (にぷい賞橿)
図lEト3 深鉢胴 部補円押型文 オサエ 10YR5/4 7.5YR5/8 1伽nm程度の長石を多〈含む。 ややナデ (にぷい貧褐) (明褐) 良好
図15-4 j畢鉢 口縁部 ナデ ナデ 10YR6/4 10YR7/4 0.5-1.0mm程度の石英、長石を含むo1.0-2.0mm 良好 断面10YR7/4結節縄文 (にぷい黄糧) (にぷい貧栂) 程度の白色粒をまばらに含む。 (にぷい質種)。
注目胴 部縄文 10YR7/3 10YR7/3 
O.1mm程度の角閃石をまれに含む。1.Omm程度の やや図15-5 土器 沈線 ナデ (にぷい貧橿) (にぷい貧糧) 鐙色粒をまばらに含む。 2.0-3伽nmの白色粒を 良好 外面に炭化物付着。やや含む。
ミガキ、口線鶴 2.5Y8/3 2.5Y7/3 02-1.0mm程度の石英、白色粒をまれに含む。 断面2.5Y7/3図15-6 深鉢 ロ縁部 ミガキ キザミ目、沈線 (i尭貧) (洩賞) 0.5mm程度の角閃石をまばらに含む。 良好 (洩賞)。2条
ナデ、口縁部キ 外面に炭化物2.5Y8/4 2.5Y7I3 0.2-1.0mm程度の石英、白色粒をまれに含む。 少量付着。図15-7 深鉢 口縁部 ナデ ザミ目、沈線l (淡賞) (洩賀) 0.5mm程度の角閃石をまばらに含む。 良好 断面2.5Y3/1
条 (鳳縄)。
ロ縁部キザミ 0.2mm程度の石英をまばらに含む。1.仇nm程度の 鳳斑あり。
図15-8 f畢鉢 口縁部 ミガキ後ナデ 目、ミガキ後ナ 10YR6/4 10YR7/4 .石を含む。 0.5-1.伽nm程度の白色粒をまばら 良好 補修孔あり。(にぷい貧種) (にぷい貧種) 断面10YR8/6ヂ、沈線l条 に含む。 (賞檀)0
lOYR6/6 lOYR7/6 0.5mm程度の長石を多く含む。 05mm程度の黒雲 断面10YR6/6図15-9 深鉢 口縁部 磨滅により不明 ロ縁部ナデ (明貧褐) {明賞褐) 母をまばらに含む。1:伽1m程度、 2.0-2.5mm程 良好 (明黄褐)。度の白色粒を含む。
注口 援縄文、沈線車lミガキ 2.5Y5/3 2.5Y512 0.1-1.0mm程度の石英、角閃石をまれに含む。 0.1図lι10土器 上半部 突文、ミガキ、 ナデ (賞褐) (暗灰褐) -3伽1m程度の白色粒、赤色粒をやや含む。 良好 種子の庄痩。キザミ目 オサエ
図17-1 注目胴 援縄文、沈線ミ ナデ 2.5Y6/4 2.5Y5/4 0.5-1伽世n程度の角閃石をまれに含む。 0.5-良好土器 部ガキ、キザミ目 オサエ (にぷい賞) (賞褐色) 2.0mm程度の白色粒、赤色位を多〈含む。
図17-12t主口胴 部ミガキ ミガキ、ナデ 10YR4/2 2.5Y4/2 (晴灰 0.1-12mm程度の石英、角閃石をまばらに含む。 良好 粘土紐の接合痕土器 巻貝による条痕 (灰貧褐) 貧) 。1-2.0mm程度の赤色粒を多〈含む。 あ町包
図17-13注ロ 胴 部ミガキ
ミガキ 2.5Y4/2 10YR3/1 1.0mm程度の長石、角閃石をまれ含む。 良好
土器 オサエ ナデ (暗灰貨) (鳳褐)
i主口底 部ミガキ 10YR5/3 lOYR5/3 
0.2-0.5mm程度の角閃石をまれに含む。 0.5-
図17-14 ナデ (にぷい貨褐) (にぷい賞褐) 2.0mm程度の赤色位を多く含む。 0.5-4.伽nm程 良好土器 オサエ 度の白色粒を多〈含む。




粗製 オサエ、クズ オサエ 10YR7/6 lOYR7/4 0.5-2.5mm程度の石英、角閃石を多く含む。 0.5 外商にスス、図1S-16深鉢 リ、粗いナデ 粗いナデ (明賞縄) (にぷい質種) -1.5mm程度の白色粒を多く含む。 良好 被熱痕。胸部 断面10YR7/4
(にぷい貧極)。
部ナデ 5YR3ll 5YR7/6 
2.5mm程度の石英をまばらに含む。1.0mm程度の 断面5YR7/3図19-17襟鉢 頚 オサエ (黒禍) (橿) 長石、角閃石をまばらに含む。 0.5-1.0mm程度 良好 (にぷい橿)。沈線 の白色栓、赤色粒を多く含む。
図19-18深鉢 胴 部上半ナデ ヘラ状工具に 2.5Y6/3 2.5Y6/4 05-1.5mm程度の石英を多〈含む。 0.3-1.0mm良好下半条痕 よるナデ (にぷい賞) (にぷい貧) 程度の角閃石をまれに含む。
図19-19深鉢 月間 部ケズリ ミガキ lOYR6/4 lOYR6/4 0.5-1白nm程度の石英、長石を含む。0.1-0.3mmやや 補修孔あり。オサエ ナデ (にぷい貧釦 (にぷい貧栂) 程度の角閃石を含む。 良好
図19-20深鉢 口縁部 ミガキ lOYR1.7/1 lOYR512 0.5-2.仇nm程度の白色位を含む。 良好 外面にススと(黒) (灰賞縄) 炭化物付着。
図19-21 深鉢 口縁部 ナデ ロ縁部にナデ 2.5Y6/2 2.5Y7/2 0.5mm程度の石英をまばらに含む。1.0-5.0mmやや 断面2.5Y8/4(灰貧) (灰賞) 程度の長石、白色粒を多く含む。 良好 (淡黄)。
図l与n 深鉢 ロ緑郎 条痕 ミガキ lOYR5/1 10YR6/1 0.1-2.5mm程度の石英、白檀色粧をまばらに含 良好 外商にススと(褐灰) (褐灰) む。 炭化物付着。
図19-23深鉢 口縁部 ナデ ミガキ 25Y8/4 2.5Y7/3 。1-2.0mm程度の石英、白色柱をやや含む。 良好 焼成前穿孔あり。(淡貧) (浅賞) 内面に被勲痕。
図処24深鉢 ロ縁部 ナデ ナデ lOYR7/4 10YR7/3 0.05 -1.5mm程度の長石をまれに含む。05- 良好 突出部に貼り付け(にぷい貧種) (にぷい質権) 1.0mm程度の角閃石をまれに含む。 の痩。
図処25話再鉢 口縁部 ケズリ ミガキ lOYR7/4 10YR7/4 0.5-4.0mm程度の石英、長石を含む。0.4-1.0mm良好ナデ (にぷい質密) (にぶい貧糧) 程度の角閃石を含む。
2.5Y6/3 2.5Y7/3 O.1-1.Omm程度の石英、長石、黒色の角閃石を図2ι26浅鉢 口縁部 ミガキ ミガキ (にぷい貧) (洩賞) 多〈含む。 0.5-1.Omm程度の褐色の角閃石をま 良好 外面に炭化物付着。れに含む。
国耳〉幻 深鉢 胴 部ケズリ ケズリ 2.5Y8/3 2.5Y8/3 0.2 -O.8mm程度の石英、白石粒を多〈含む。 良好
外面前面に
ナデ (淡賞) {淡貧) 0.5mm程度の角閃石をまばらに含む。 炭化物付着。
図処28不明 底 部ナデ 磨歯車により不明 2.5Y6/2 2.5Y4/1 2.0-5.伽m程度の石英をやや含む。1.0-2.0mmやや 被熱痕。(灰貧) (貧灰) 程度の雲母をやや含む。 良好
図割)-29 不明 底 部ナデ オサエ後ナデ lOYR6/3 25Y4/2 0.02 -0.05mm程度の雲母を含む。 良好 外商に敏熱痕。(にぷい貧糧) (暗灰賞)
図処30不明 底 部ケズリ オサエ 5YR3/6 lOYR512 2.0mm程度の石英、角閃石をまばらに含む。 20mm ややオサエ (暗赤禍) (灰貧術) 程度の長石を含む。 不良
都オサエ オサエ 2.5Y7/4 2.5Y6/2 
1.0-1.5mm程度の石英を含む。1.0-3.5mm程度 やや図処31 不明 底 ナデ (浅黄) (灰黄) の長石を含む。0.5-1.Omm程度の角閃石を含む。 不良 内面、外商に圧痕。ナデ 3.0mm程度の薄紅色位をまれに含む。





器種 鶴位 外面調整 内面開盤 外面色調 内面色調 胎土 焼成 備考
外面は部分的に赤
図21-1 鉢 口縁部 ミガキ ミガキ IOYR7/4 25Y7/3 0_5-I.Omm程度の石英、白色粒をまばらに含む。 良好 く変色。口縁上部、(にぷい質種) (浅黄) l白nm程度の角閃石をまれに含む。 内面に炭化物付着。
断面5Y2/1(黒)。
2.5Y8I4 25Y8/2 0.1-1.0mm程度の石英粒をまばらに含む。1.0- 内面に炭化物付着。図21-2 聾胴 部ミガキ ケズリ (淡賞) (灰白) 15mm程度の長石粒をまばらに含む。0.5-2白田n良好程度の白色粒を多〈含む。
図21-3 受胴 部 ミガキ ケズリ 2.5Y7/3 2.5Y8/4 0.1-1仇nm程度の石英、白色粒をやや含む。 良好(i費賞) (淡賞)
胴部 ケズリ IOYR6/4 IOYR6/4 0.5-2.伽nm程度の石英をまばらに含む。0.1- 外面、下半を中心図214 不明 ハケメ l白nm程度の角閃石をまれに含む。1.0mm程度の 良好 に炭化物付着。断下半か ハケメ (にぷい質種) (にぷい黄櫨) 白色粧をまばらに含む。 面2.5Y4/1(貴灰)。
ハケメ オザエ IOYR6/4 7.5YR6/4 O.1-I.Omm程度の石英をまばらに含む。1.0- 外面に被勲痕。内図21・5 聾 口縁部 ナデ ケズリ (にぷい貧種) (にぷい寝) 2.5mm程度の長石をまばらに含む。 良好 面、外面ともに炭化物付着。
第3衰石器観察表
挿図番号 器種 石材 制 (cm) 幅 (cm) 厚き (cm) 重さ(g)
図2-1 剥片 ザヌカイト 2.8 2.4 0.6 3.5 
図22-2 剥片 サヌカイト 4.0 1.8 0.5 2.7 
図22-3 剥片 サヌカイト 4.4 3.6 0.9 9.4 
図224 剥片 黒曙石 1.6 1.0 0.3 0.4 
図22-5 剥片 石英安山岩 8.0 5.6 2.0 76.8 
図22-6 石錘 石英安山岩 (4.9) 3.8 (1.5) (39.0) 
図23-7 磨石 ・敵き石 石英安山岩 9.4 (5.7) (6.7) (260.0) 
図23，'j 磨石・敵き石 石英安山岩 (10.3) (8.9) (且1) ω90.0) 
図24-9 磨石・厳き石 石英安山岩 (8.5) (5.5) (2.5) (1215) 
図24-10 磨石 ・敵き石 石英安山岩 (6.5) (4.9) (5.05) (147.9) 
図24-1 台石 石英安山岩 (23.0) (13.7) (11.8) (3430.0) 
( )は破損品の現存都分の測定値









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































出土層位 種 類 出土量(単位g)
堅果類 6.05 
黒ボク上層
種 子 0.66 
木 灰.. 2.86 
不 明 1.57 
堅果類 0.52 
黒ボク下層 木 灰 0.55 
不 明 0.3 
漸移層 木 灰 0.11 
ローム層 木 灰.. 1.53 
堅果類 0.77 
P8 l層 木 灰 0.34 
不 明 0.35 
堅果類 13.49 
P8 2層
種 子 0.11 
木 炭 0.68 
不 明 0.53 
堅果類 6.08 
P8 3層
種 子 0.52 
木 灰 2.38 」
不 明 0.38 
堅果類 1.59 
P8 3層底面
種 子 0.l9 
木 灰.. 0.93 
不 明 0.2 
堅果類 0.11 
その他 木 灰 0.29 
不 明 0.35 
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第3図 検出遺構からみた智頭枕田遺跡(左)と板屋E遺跡(右)における地点利用の時期的差異










































































































様に、葬送祭記遺構が時期を重 __ iln，<j，..撞，.-J誌集室温lL :.1温傘忌温慾=







































































































井後草里遺跡は、鳥取県西伯郡伯香町大滝字井後草里948(北緯350 20' 12.5"、東経1330 29' 29 
，，)に所在する。測定対象試料は、黒色粘質土層出土炭化物 (IGZR'12-1: IAAA-121812)、P82層






























( 1) d 13Cは、試料炭素の13C濃度(l3c;I2c)を測定し、基準試料からのずれを千分偏差(先。)
で表した値である(表1)0AMS装置による測定値を用い、表中に IAMSJと注記する。
( 2) 14C年代 (LibbyAge : yrBP)は、過去の大気中14C濃度が一定であったと仮定して測定され、
1950年を基準年(OyrBP)として遡る年代である。年代値の算出には、Libbyの半減期(5568年)















する必要がある。ここでは、暦年較正年代の計算に、IntCal09データベース (Reimeret al. 
2∞9)を用い、 OxCalv4.1較正プログラム (Bro此 Ramsey2∞9)を使用した。暦年較正年代
については、特定のデータペース、プログラムに依存する点を考慮し、プログラムに入力す
る値とともに参考値として表2に示した。暦年較正年代は、14C年代に基づいて較正(calibrate)







暦年較正年代 (1σ)は、 IGZR'12-1が1686-1628cal BCの範囲、 IGZR'12-2が1738-1641cal BC 







試料 処理 O 13C (%0) 
O 13C補正あり
測定番号 試料名 採取場所
形態 方法 (AMS) Libby Age 
(yrBP) 
pMC (%) 
IAAA-121812 IGZR'12-1 黒色粘質土層 炭化物 AAA -29.42 :t 0.45 3.360:t 20 65.79 :t 0.19 
IAAA-121813 IGZR'12-2 P8 2層 炭化物 AAA -28.72 :t 0.32 3.3叩:t20 65.56 :t 0.18 
IAAA-121814 IGZR'12-3 P8底面 木炭 AAA 却 99:t0.44 3.370:t20 65.76 :t 0.18 
IAAA-121815 IGZR'124 
黒色混じり貧褐色土層





測定番号 暦年較正用 10'暦年代範囲 2σ暦年代範囲
Age pMC (yrBP) 
(yrBP) (%) 
1739caJBC -1707caJBC (8.9%) 
IAAA-121812 3.必0:t20 65.20土0.17 3.362:t22 16筋caJBC-1628calBC (68.2%) 1696caJBC・1印&aJBC(邸.0%)1570caJBC -1561caJBC (1.0%) 
1546caJBC -1541caJBC (0.5%) 
17おcaJBC・1709caJBC(29.4%) 
IAAA-121813 3.4印土20 65.06主0.17 3.391:t 22 1696caJBC • 1663caJBC (31.2%) 1743caJBC -1631caJBC (95.4%) 
1651caJBC . 1641caJBC (7.6%) 
IAAA-121814 3.430:t 20 65.23 :t 0.17 3.3同士22 1687caJBC -1631caJBC (68.2%) 17伯caJBC.1705caJBC (11.6%) 1697caJBC. 1609caJBC (83.8%) 
IAAA-121815 4.31O:t 20 58.49土0.17 4.273 :tお 2奴渇caJBC.2887caJBC (68.2%) 2913caJBC . 28剖caJBC(95.4%) 
[参考値]
文献
Bronk Ramsey C. 2α刃Bayesiananalysis of radiocarbon dates. Radi.町 arbon51(1). 37-3ω 
小林逮雄編 2∞8総覧縄文土器.総覧縄文土器刊行委員会，アム・プロモーション
Reimer. P.J， et a1. 2αゅIntCal09加 dMarineωradi∞arbon age calibration curves. 0-50.α)() years cal BP. Radiocarbon 51(4). 11-1150 
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清水寛厚 (1983)鳥取県の植生 日本植生誌中国.396-404. 
津久井雅史 (1984)大山火山の地質.地質学雑誌，矧9).64与658.




試料番号 l 3 4 6 
3 Podocarpus 7キ属
5 Abies モミ属
10 15.ga ツガ属 0% 472 l 0% 5届 l 目当b 419 
13 Plcea トウヒ属
19 Pinu.s(Haploxylon) マツ属:単維管束亜属
21 Pin田(Diploxylon) マツ属:複雑管束亜属 107 3.怖 50471 89 4(別 514槌 87 35% 44043 103 46% 43149 
30 Sciadopitys コウヤマキ属
32 ciηIpromeria スギ属 48 14% 2あ41 28 13% 161鈎 2 9% 11137 16 市 67ω
41 C.prtssaceae type ヒノキ科型 l 。% 472 l 曹司h 419 
51 Salix ヤナギ腐
52 Myrica ヤマモモ属 l 日調6 5河 l 。% 506 
62 Pt.官官aη'a.Juglan.s サワグルミ鷹ークルミ属 2 l'弛 制3 2 1% 1157 4 宮‘ 2025 2 1% 8羽
71 Carpinu.s-Ostrya クマシデ属ーアサヂ属 8 2% 3774 7 主泌 4旺泊 8 3% 4白河 3 1% 1257 
73 Coηl.s ハシバミ属 l 官弘 472 
74 Bet.la カパノキ属 l 首唱h 472 l 。% 579 
75 Alnus ハンノキ属 2 1% 943 l 。% 579 3 1% 1519 l 。% 419 
80 Fagus プナ鵬 5 2% 2358 4 2% 2314 l 0% 506 
83 Querucus コナラ豆腐 lZ7 38% 59905 刊 18% 23141 39 16% 19743 46 21% 19Z70 
84 Cyc/obo臼即'psis アカガシ亜属 1 曹司b 472 2 1% 1157 l 。% 419 
85 Castanea クリ属
鎚 Castanopsis~PI田ama シイノキ属ーマテパシイ属
92 U.何回ー Zelko四 ニレ属ーケヤキ属 5 主込 主査晶 l 田弘 579 2 1% 1012 4 E弘 1676
94Ap加1UUftheα肋 ムクノキ属ーエノキ属 l 日泌 4η 日泌 5四
97 Moraceae~Urticaceae クワ科ーイラクサ科 2 1¥16 943 l 。% 宮島 l 問調6 419 
102 l'iscum ヤドリギ属
132 Zanthoxylum サンショウ属 l 0% 472 l 0% 579 2 I!泌 838 
133 Phel/odendron キハダ属 l 世弘 579 
141 Mal/otus アカメガシワ属 l 官弘 472 2 1¥6 1157 
150 Rhu， ウルシ贋 13 4¥16 6132 35 16¥16 20248 75 耳目晶 37世迫 38 17¥16 15919 
160llex モチノキ属 3 1¥16 1415 l 町; 579 2 1% 1012 2 1% 8羽
170 Acer カエデ属 l 0¥16 419 
172 Aesculus トチノキ属
178 1Ilia シナノキ属 l 0% 472 l o!泌 579 2 1¥16 838 
202 Aral同町田 ウコギ科 l 0% 579 
206 Comus ミズキ属 l び込 4花 l 。弘 日E
225 Diospyros カキノキ属 l 堕込 472 
230 Symplocos ハイノキ属 l 日泌 5河
お3悦 igela タニウツギ属
311 Gr，四nineae(<40) イネ科 (40ミクロン未満) 3 1¥16 1415 2 1¥6 1157 3 1¥16 1519 1 5¥16 4608 
312 Gramineae(>40) イネ科 (40ミクロン以上) 12 4¥16 日湖 11 5¥16 6お4 5 2¥16お31 7 3% 2932 
320 Cyperaceae カヤツリグサ科 l 0% 472 
414 Avicularia~Bistorta ミチヤナギ節ーイプキトラノオ節 。% 472 
420 F agopyrum ソパ属 l 町; 419 
422 Chenopodiaceae-Amaranthaceae アカザ科ーヒユ科
430 Caryophyl/.町 eae ナデシコ科 l 世相b 日16
450 Ranunculaceae キンポウゲ科 l 日施 472 l "も 日16
455 1:加lictr，酬 カラマツソウ属 1 仰6 証16 2 1% 838 
461 c四ciferae アブラ十科 1 日泌 472 1 凹6 506 2 1¥16 838 
491 Sang附 or向 ワレモコウ属
501 Leg酬 inosae マメ科
5301'i担ceae ブドウ科 。;; 472 
571 Haloragaceae アリノトウグサ科 l 世弘 579 l 日勤6 日16
羽白 Umbel1i喚問e セリ科
636 Plantago オオパコ属 l 0% 506 
651 Patrinia オミナエシ属 l 。% 579 l 。% 419 
701 Atkno.-Can脚 n..-Wahlenbe噌凶 ツリガネニンジン属ー ホタルプクロ属ー ヒナギキョウ属
710 CarduoilUle キク亜科 I 0¥16 472 l o!泌 579 4 2地 1676
712 Artemisia ヨモギ属 5 2% 2358 3 1¥6 1736 8 3% 40日 6 3% 2514 




863 Osmun血 clm四momea.lype ヤマドリゼンマイ型
875 Da四1岨 シノブ
881 Pteridaceae イノモトソウ科
886 Aspid.-Asple オシダ科ーチャセンシダ科 2 1¥16 1012 
891 Polypadiaceae ウラポシ科
898 MONOLATE-TYPE.SPORE 単条滑胞子 2 1% 制3 l 明6 区16 l 使当b 419 
899 TR1LATE-TYPE-SPORE 三条樽胞子 世;; 472 l 町; 579 3 1¥16 1519 4 2% 1676 
木本花粉総数 333 91% 157075 22日 出獄 127280 247 鈎¥1612国39 224 84¥16 9お剖
草本花粉総数 28 8¥16 13却8 19 8¥16 1匹狼4 22 加6 11136 36 13% 1自抽2
胞子総数 3 1¥16 1415 l 日通6 579 6 2¥16却37 7 39も おお




7 11 14 17 20 23 26 28 
田弘 14 
2 196 147 3 196 30 l 日調6 14 3 196 8 2 196 5 2 196 3 
2 196 147 z 196 39 2 196 9 l 196 2 
l 世‘ 3 
l 世込 10 l q・b 7 I 196 2 
l∞判96 7泊。 万 3696 1006 13 69‘ 184 19 曹司h 制 7 49‘ 19 l 096 9 z 196 3 
3 196 49 l 世警 14 l 196 2 
6 396 叫0 12 696 195 s 496 113 10 596 41 l 196 2 l 1¥泌 2 
l 研員6 3 l 196 4 
13 796 32 
z 196 官品 9 496 127 5 296 17 29 1596 73 4 2泌 36 6 396 10 10 496 鉛
5 296 367 12 696 234 I 明泌 14 10 596 41 2 19‘ 6 z 196 3 
l 。% 10 
1 日誌 73 2 196 39 
4 296 お4 5 296 鑓 2 196 28 3 196 12 l 196 4 l 堕‘ 9 l 196 2 
3 196 220 2 196 20 1 世も 7 l 196 2 
44 I!禍32<回 39 I!同 673 l倒 4796 1473 74 3596 お7 52 2696 138 130 6496 1233 154 匝同 Z盟 Z国 7596 1562 
4 官も お4 7 396 88 z 196 28 12 696 42 3 296 B 国 耳出 550 2 196 3 52 H同 4お
l 世‘ 7 
l 日勤6 10 
3 196 220 10 596 195 z 196 28 8 496 24 3 296 8 9 596 14 
2 196 9 2 196 6 2 196 3 
l 慨 14 l 世込 7 l 日施 9 
l 世込 10 
18 896 1321 15 796 加5 l 096 14 6 主込 15 
l 世込 10 l 町泌 7 
33 1596 2422 7 事込 1偲 096 14 1 世‘ 3 3 古訓b 9 l 曹司b 9 1 。% 6 
2 196 m 19 9弘 お9 10 596 '5/ T1 苦由も 草島 4 主弘 38 5 396 8 1 智‘ 14 
2 196 20 47 2196 世話 4 宜込 18 2 196 5 
2 196 19 
l 研晶 7 
l 196 4 l 堕‘ 9 
l 世論6 14 6 396 19 
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採取箇所は図2参照。 A:土壌動物による擾乱， B:根跡， C: 
角塊状~亜角塊状構造聞の空隙， D:離。
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